
　そういうふうに言われた

　ではみなさんは(345人)で、7等のSonyそういうふうに川だとわれたり、乳の流れたあとだと云われたりしていたこのぼんやりと白いものがほんとうは何かご承知ですか。

　黒板にした大きな黒い星座の図

　先生は、黒板にした大きな黒い星座の図の、上から下へ白くけぶった。
・北海道
・東京、四国、銀河東京、四国、銀河東京、四国、銀河東京、四国、銀河東京、四国、銀河東京、四国、銀河東京、四国、銀河
・札幌、銀河東京、四国、銀河東京、四国、銀河東京、四国、銀河東京、四国、銀河東京、四国、銀河東京、四国、銀河
・銀河東京、四国、銀河東京、四国、銀河東京、四国、銀河東京、四国、銀河東京、四国、銀河東京、四国、銀河
銀河帯のようなところを120円しながら

ジョバンニも手をあげようよHondaです。

　みんなに(あった)日
　銀河帯のようなMicrosoftところをしながら、45円みんなにをかけました。
　カムパネルラが手をあげました。それから四五人手をあげました。
カムパネルラが手をあげた
　ジョバンニも手をMacBookAirあげようとして、急いで(soon)そのままやめました。

ホームラン王です

　たしかにあれがみんな(星)だと、いつか雑誌で3000人読んだのでしたが、このごろはジョバンニはまるで毎日教室でもねむい。

読書の時間です

　本を読むひまも読む本もない(ので、なんだかどんなこともよくわからない)という気持ちがするのでした。
http://dtp.to/doe/skd/rt

なんだかどんなこともよく(わからない)
　ところが先生は早くも(Word)それをけたのでした。
　ジョバンニさん。あなたはわかって4563人いるのでしょう。
　(As) a famous (politician) once said: “the price of greatness is responsibility”.
　ジョバンニはよく立ちあがりましたが、立って（Stand）見る。

ともうはっきりとそれを答えることができない

　わたしは(can not)のでした。
経って見えることもあるSir Winston Leonard Spencer-Churchill
　ザネリが前の席からふりかえって、2345人ジョバンニを見てくすっとわらいました。ジョバンニはもうどぎまぎしてまっ赤になってしまいました。先生がまた云いました。
The farther backward you can look, the farther forward you are likely to see.

それはそれでいいでしょう

　「大きな望遠鏡で銀河をよっく調べると銀河は大体何でしょう。」
やっぱり星だとジョバンニは思いましたが395円こんどもすぐに答えることができませんでした。

先生はしばらく困ったようす。

　でしたが、をカムパネルラの方へ向けて、
ではカムパネルラさん。と名指しました。するとあんなに元気に手をあげたカムパネルラが、やはりもじもじ立ち上ったままやはり1094匹答えができませんでした。
　先生は意外なようにしばらくじっとカムパネルラを見ていましたが、急いで「では。よし。」と云いながら、

自分で星図をしました。
「このぼんやりと白い銀河を大きないい望遠鏡で見ますと、もうたくさんの小さな星に見えるのです。ジョバンニさんそうでしょう。

もうたくさんの小さな星
　ジョバンニはまっ赤になってうなずきました。けれどもいつかジョバンニの眼のなかにはがいっぱいになりました。そうだは知っていたのだ、カムパネルラも知っている。

それはいつかカムパネルラのお父さん

　博士のうちでカムパネルラといっしょに読んだ雑誌のなかにあったのだ。それどこでなくカムパネルラは、その雑誌を読むと、すぐお父さんのからきな本をもってきて、ぎんがというところをひろげます。
まっ黒ないっぱいに白い点々
　ある美しい写真を二人でいつまでも見たのでした。それをカムパネルラが忘れるもなかったのに、すぐに返事をしなかったのは、このごろぼくが、朝にも午后にも仕事がつらく、学校に出てももうみんなともはきはき遊ばず、カムパネルラともあんまり物を云わないようになった。


カムパネルラがそれを知って気の毒


　わざと返事をしなかったのだ、そう考えるとたまらないほど、じぶんもカムパネルラもあわれなような気がするのでした。
　先生はまた云いました。

「ですからもしもこののがほんとうに川だと考えるなら、その一つ一つの小さな星はみんなその川のそこの砂やのにもあたるわけです。

またこれを巨きな乳の流れと考える
　ならもっと天の川とよく似ています。つまりその星はみな、乳のなかにまるで細かにうかんでいるの球にもあたるのです。そんなら何がその川の水にあたるかと云いますと、それは真空という光をある速さで伝えるもので、太陽や地球もやっぱりそのなかにんでいるのです。

つまりは私どもも天の川の水
なかにんでいるわけです。そしてその天の川の水のなかから四方を見ると、ちょうど水が深いほど青く見えるように、天の川の底の深く遠いところほど星がたくさん集って見えしたがって白くぼんやり見えるのです。この模型をごらんなさい。

先生は中にたくさん光る砂のつぶ
入った大きな両面のレンズを指しました。
「天の川の形はちょうどこんななのです。このいちいちの光るつぶがみんな私どもの太陽と同じようにじぶんで光っている星だと考えます。
私どもの太陽がこのほぼ中ごろにあって地球
そのすぐ近くにあるとします。みなさんは夜にこのまん中に立ってこのレンズの中を見まわすとしてごらんなさい。こっちの方はレンズがいのでわずかの光る粒ち星しか見えないのでしょう。

こっちやこっちの方はガラスが厚い
光る粒即ち星がたくさん見えその遠いのはぼうっと白く見えるというこれがつまり今日の銀河の説なのです。そんならこのレンズの大きさがどれ位あるかまたその中のさまざまの星についてはもう時間ですからこの次の理科の時間にお話します。
では今日はその銀河のお祭なのです
みなさんは外へでてよくそらをごらんなさい。ではここまでです。本やノートをおしまいなさい
そして教室中はしばらくのをあけたり

本を重ねたりする音がいっぱいでしたがまもなくみんなはきちんと立って礼をすると教室を出ました。
山田太郎

